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本日の内容

2010年度中期への展開について

（1） ケアネットの現状

（2） 対処すべき課題と中期ロードマップ

（3） 来期の黒字化に向けて（中期前半）

（4） 成長に向けて（中期後半）

11
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創業期からの売上高・営業利益・当期純損益の推移

ケアネットの現状
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単位：百万円

※ 5期～8期は、株式会社ケアネット・インターナショナルおよび株式会社イー・ファーマとの連結

1997/3期 1998/3期 1999/3期 1999/12期 2000/3期 2001/3期 2002/3期 2003/3期 2004/3期 2005/3期 2006/3期 2007/3期 2008/3期 2009/3期 2010/3期

16期計画
2011/3期計画

6期間黒字化

eDTL,eRにより売上・利益
成長を果たす

赤字構造

この期間に次の施策
を打つことが遅れ

売上減少の時期に、投
資増という状況に陥る

黒字化 マザーズ上場

22

eDTL,eRの売上減少
により赤字転落

創業からの立ち上げ時期

赤字
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売上高（百万円）

ケアネットの現状
‐サービス別売上高の推移‐
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製薬企業
向けｻｰﾋﾞｽ

11/3期予算
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プロジェクトの単価ダウンにより、
売上高は減少傾向。

eディテーリング® レジストリース
テーション®

公取協の指摘を受け、サービス提
供を中止

１次調査は市場激化を予想し、規模
を縮小。代替したマルチクライアント
型データ販売も売上獲得ができず。

マーケティング調
査 減少傾向DVD・TV

横ばい・伸ばさない方向その他案件
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ケアネットの現状

売上高が減小するなか、コストは増加し赤字構造
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-コスト面の推移-

人員は増加傾向11

ドットコムは年々積極投資22

新サービス開発も徐々に増加傾向
33

・リアルワールド
・DB開発
・MALS
・葦の会

注2 外注粗利は、売上高から外注費を控除した利益
注1 人員数は、臨時従業員（１日８時間勤務換算・年間平均雇用数）も含む

注3 ドットコム投資額はドットコムに係わる人件費を含む
注4 人件費はドットコムの人件費を除く

外注粗利 注2

低収益・投資増モデル

一般経費（原価含）

人件費 注4

ドットコム投資 注3

開発投資

● 人員数 注1

●

●

●

●

●

●

11/3期予算
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（1） ケアネットの現状

本日の内容

2010年度中期への展開について
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（3） 来期の黒字化に向けて（中期前半）

（4） 成長に向けて（中期後半）
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対処すべき課題はシンプル

対処対処

来期に黒字化来期に黒字化

中期で成長中期で成長

eディテーリング®の回復eディテーリング®の回復

制作ボトルネックの解消制作ボトルネックの解消

データベース構築データベース構築

コックピット構想（仮称）コックピット構想（仮称）

MALSMALS

66
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中期ロードマップ

中 期（前半）

当 期当 期

赤 字

中 期（後半）

3年目以降3年目以降

成 長

リストラによりコストを
抑制する

リストラによりコストを
抑制する

eDTL等の制作

ボトルネックの解消

eDTL等の制作

ボトルネックの解消

来 期来 期

「広告」から「クライアントの営業改革支援」へ

「コミュニティ」創り

コックピット構想による成長コックピット構想による成長コックピット開発コックピット開発DB構築DB構築

次の展開へ次の展開へMALSの収益化MALSの収益化MALSの拡販MALSの拡販MALSの導入MALSの導入

黒字化

77

eDTL単価回復eDTL単価回復
eDTLの単価回復

アクション

eDTLの単価回復

アクション
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（2） 対処すべき課題と中期ロードマップ

（1） ケアネットの現状

本日の内容

2010年度中期への展開について

（3） 来期の黒字化に向けて（中期前半）

（4） 成長に向けて（中期後半）

88
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eディテーリングの単価回復の主な施策①

① 専門領域の会員数を増やす。① 専門領域の会員数を増やす。

99

② 葦の会とも協力し、高処方ドクターを識別する。② 葦の会とも協力し、高処方ドクターを識別する。

２．製薬企業の課題に応える。

１．単発eディテーリングは、付加価値化して従来価格に戻す。

３．従来の視聴率型eDTLからプロジェクト型eDTLへ

① MR(歩兵） + eDTL（空爆）の連続攻撃の繰り返し① MR(歩兵） + eDTL（空爆）の連続攻撃の繰り返し

■MRは、専門領域のドクターに会えない。

■高処方ドクターを識別しアプローチしたい。
【 課題 】
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eディテーリングの単価回復の主な施策②

1010

＝ × 26本26本 ＋1.2回1.2回 20百万円20百万円×
162百万円
（ボードのみ）

09年度売上高

794百万円

■ 単発提案で
はなく、年間提
案型の受注獲
得を行う

■ 葦の会との協
業による医師
データ収集と

MS + eDTLの案

件受注

■ クライアントコ
ンテンツの活用で
簡易バージョンも

単価・回数・本数

アップに向けた活動

■ 専門領域の
配信数および配
信単価を上げる

■ Real MR +
eDTLの組合せア

クションを提案

■ 単発は、従
来価格で提案

＝ × 薬剤数 ＋ 付加収入eDTL
売上高

プロジェクト単価×
1薬剤 eDTL

実施回数
1回当たり eDTL

単 価
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病院向けeラーニングシステム（MALS）の概要

全国約1,000の臨床研修指定病院と

約10万の診療所

①TV・DVDで蓄積してきた教育コンテンツ
を利用

①TV・DVDで蓄積してきた教育コンテンツ
を利用

②パソコン・スマートフォンによる視聴②パソコン・スマートフォンによる視聴

1212

スマートフォンでの
スキマ学習

臨床研修教育講座

ASPサービスによる提供

“コミュニティ”創り
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MALSのターゲット

一般・回復・療養型病院
6,000

一般・回復・療養型病院
6,000

診療所
100,000
診療所
100,000

・大学病院（特定機能病院）
・4疾患連携事業指定病院

・専門医研修指定病院

医師会員

1313

中期計画（5ヵ年）上、3ヵ年で臨床
研修指定病院を中心に1,000病院

への導入を目指す

22

2010年 7月 サービスイン11

ＤＰＣ病院
（約1,500）

※

※ Diagnosis Procedure Combination 医療費の包括請求の制度

地域中核病院
1,000

地域中核病院
1,000

臨床研修指定病院
1,000

臨床研修指定病院
1,000

“コミュニティ”創り

中期計画後半には、採算化を実現
する

33
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11月

投資家向決算
説明会

中期の展開の
進捗状況をご
説明

まだまだ計画の先行を見通せるほどの予測能力はありませんが
中期の展開について積極的に開示を行います。

まだまだ計画の先行を見通せるほどの予測能力はありませんが
中期の展開について積極的に開示を行います。

IRについてのお知らせ

投資家向決算
説明会

5月

中期の展開を
ご説明

6月

株主総会

株主説明会

株主通信

中期の展開を
ご説明

http://www.
carenet.co.
jp/

動画・スライドを掲載
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1515

本書には、当社に関連する見通し、計画、目標などの将来
に関する記述がなされています。これらの記述は一定の前
提（当社が現在入手している情報や予測）を基に作成されて
おり、その前提が不正確なものであったり、将来実現しない
という可能性もございます。

また、当社以外の企業等に関わる情報については、公開情
報等から引用したものであり、その情報の内容の正確性を
当社が保証するものではありません。


